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土居丈朗研究会 2016 年度入ゼミ試験問題 
担当：土居丈朗 
時間：６０分 

 
 
１．次の英文を和訳せよ。 

In this paper, we ask the question: how susceptible are current jobs to these 
technological developments?  To assess this, we implement a novel methodology to 
estimate the probability of computerisation for 702 detailed occupations.（中略） 

We distinguish between high, medium and low risk occupations, depending on their 
probability of computerisation.  We make no attempt to estimate the number of jobs 
that will actually be automated, and focus on potential job automatability over some 
unspecified number of years.  According to our estimates around 47 percent of total 
US employment is in the high risk category. We refer to these as jobs at risk – i.e. jobs 
we expect could be automated relatively soon, perhaps over the next decade or two. 
 

※注：computerisation：コンピューター化（コンピューターに置き換えられること）、

automatability: 自動化可能性 
 

（ Carl Benedikt Frey and Michael A. Osborne, 2013, The Future of 
Employment: How Susceptible are Jobs to Computerisation?, p.44.） 

 
 
２．ある閉鎖経済（輸出入がない経済）において、消費関数が 

 C＝20＋0.8（Y－T） 
  ただし、C: 民間最終消費支出、Y: GDP、T: 政府が課す租税 
と表され、投資関数が、 
 I＝80－20r 
  ただし、I: 投資（固定資本形成）、r: 利子率（単位：％） 
と表され、貨幣需要関数が 
 L＝360＋0.1Y－40r 
  ただし、L: 実質貨幣需要 
と表されるとする。中央銀行は、名目貨幣供給を（ちょうど貨幣需要と等しくなるように）

400 だけ行ったとする。物価水準は１とする。また、政府は、経済主体に租税（T）を課

して、政府支出（G）を行う（具体的には各問にて詳述）。このとき、下記の(1)～(8)につ

いて答えよ。 
 

※注意：答案用紙には、途中の計算過程も残しておくこと（きれいに書いていなくてもよ

い）。正解と異なっていた場合には、計算過程の内容が重要になる。解答は、整数でなくて

よいが、分数の場合はできるだけ既約分数で答えること。 
 
(1) 政府支出（G）を含むＩＳ曲線とＬＭ曲線の式を、それぞれ示せ（式だけ示せばよく、

図示する必要はない。示す式は整理されていなくてもよい）。 
(2) 政府が所得税のみを、 

 T＝
３

16Y 

となるように課税して、政府支出を 200 だけ行ったとする。このとき、マクロ経済にお

いて実現する均衡での GDP の水準はいくらになるかを答えよ。 
(3) (2)の状況で、政府の租税収入（T）はいくらになるか答えよ。 
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(4) (2)の状況で政府の財政収支（T－G）はいくらなるかを答えよ。 
(5) この経済において、完全雇用状態の GDP は 880 であるとする。(2)の状態から、政

府支出だけを増やして GDP を完全雇用状態にするには、政府支出をいくらにすればよい

か答えよ。 
(6) (5)の状況で、政府の租税収入はいくらになるか答えよ。 
(7) (5)と(6)を踏まえ、完全雇用状態になったときの政府の財政収支（T－G）はいくらに

なるかを答えよ。 
(8) 完全雇用状態は、供給面から見ればこれ以上 GDP を高めようのない状態であるこ

とに鑑み、(7)で求めた完全雇用状態での財政収支の値をみて、財政運営をどう評価でき

るか答えよ。 
 
 
３．次のミクロ経済学に関する①～⑥の記述について、正しい場合は○、間違っている場合

には×をつけて答えよ。また、誤っている×の記述について、その理由を簡単に答えよ。 
① 完全競争市場での均衡における生産者余剰は、独占市場での均衡における生産者余剰

よりも大きい。 
② 休暇を取ったことで給与所得が減った場合、その給与所得の減少額は機会費用といえ

る。 
③ ベルトラン・モデルでは、複占企業が競争する結果、完全競争市場と同じ価格が均衡

で実現する。 
④ 横軸に所得、縦軸に財の消費量をとったエンゲル曲線が、右上がりであれば、その財

は下級財（劣等財）である。 
⑤ 需要曲線が右下がりの直線である場合、需要の価格弾力性は一定である。 
⑥ 第１財の限界効用を第１財の価格で割った値が、第２財の限界効用を第２財の価格で

割った値に等しいとき、この消費者は効用を最大化している。 
 
 
４．＜この問題は、時間に余裕がある場合に限り解答してもよい；解答しないからといって

減点にはしない＞ 
次のマクロ経済学に関する(1)～(5)の問いについて答えよ。 
(1) マーシャルの k は、貨幣の流通速度とどのような関係があるか答えよ。 
(2) 貨幣需要の要因（動機）にはどのようなものがあるか説明せよ。 
(3) 国内総生産（GDP）と国民総生産（GNP）の差額は何によるものか、両者の概念的

な違いを踏まえて答えよ。 
(4) 投資の利子弾力性とは何か、その定義を答えよ。 
(5) トービンの q が上昇すると、企業の設備投資はどうなるか答えよ。 
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土居研究会 2015 年度入ゼミ試験問題 
担当：土居丈朗 
時間：６０分 

 
 
１．次の英文を和訳せよ。 

Since the early 1990s, Japan has faced an ongoing challenge of promoting faster 
economic growth, with extended periods of very low interest rates limiting the use of 
monetary policy and a growing debt-GDP ratio raising caution with respect to tax 
cuts and increases in government spending.  Though the recent worldwide recession 
called attention to the problems of conducting monetary policy in the presence of a 
zero lower bound on short-term government yields, the recent literature on the 
subject began with a focus on the longer-standing problem in Japan.  As to fiscal 
policy, there remains uncertainty about the role it could have played in helping 
Japan to emerge from its protracted period of slow growth, with at least some arguing 
based on fiscal multiplier estimates that fiscal policy could have been effective in 
Japan, had it been aggressively pursued. 
 
※注：zero lower bound：ゼロ金利下限、protracted: 長期化した 
 

（Alan J. Auerbach and Yuriy Gorodnichenko, 2014, Fiscal Multipliers in 
Japan, NBER Working Paper No. 19911, p.1.） 

 
 
２．ある１つの財の市場における需要曲線が 

 p＝16－X 
  ただし、p：価格、X：需要量 
と表されるとする。いま、この財の市場が複占市場となっており、企業Ａと企業Ｂが対

等な立場で同じ財を生産しているとする。企業Ａの費用関数が 
 cA＝5yA 
  ただし、c：費用、y：生産量 
と表され、企業Ｂの費用関数が、 
 cB＝6yB 
と表されるとする。このとき、下記の(1)～(4)について答えよ。 

 
※注意：答案用紙には、途中の計算過程も残しておくこと（きれいに書いていなくても

よい）。正解と異なっていた場合には、計算過程の内容が重要になる。解答は、整数で

なくてよいが、分数の場合はできるだけ既約分数で答えること。 
 
(1) 企業Ａの反応関数を求めよ（図示する必要はない）。 
(2) 企業Ｂの反応関数を求めよ（図示する必要はない）。 
(3) この複占市場のクールノー均衡における市場価格、企業Ａの生産量、企業Ｂの生産

量はいくらかを答えよ。 
(4) (3)の均衡において、両企業の利潤はそれぞれいくらかを答えよ。 
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３． 次のマクロ経済学に関する(1)～(7)の問いについて答えよ。 
(1) 均衡予算乗数の定理とは何か、まずは定理の内容だけ答えよ。 
(2) 均衡予算乗数の定理はなぜ成り立つかを示せ。 
(3) 政府支出乗数が均衡予算乗数と異なることがある。それはなぜか答えよ。 
(4) フィリップス曲線とは何か、どの変数がどのような関係にあるかを答えよ。 
(5) 自然失業率とは何か答えよ。 
(6) 自然失業率仮説とは何か答えよ。 
(7) 自然失業率仮説と(4)のフィリップス曲線との関係はどうなっているか答えよ。 

 
 
４．＜この問題は、時間に余裕がある場合に限り解答してもよい；解答しないからといっ

て減点にはしない＞ 
ある閉鎖経済（輸出入がない経済）において、消費関数が 
 C＝295＋0.75（Y－T） 
  ただし、C: 民間最終消費支出、Y: GDP、T: 政府が課す租税 
と表され、投資関数が、 
 I＝200－r 
  ただし、I: 投資（固定資本形成）、r: 利子率（単位：％） 
と表され、貨幣需要関数が 
 L＝Y－2r 
  ただし、L: 実質貨幣需要 
と表されるとする。中央銀行は、名目貨幣供給を（ちょうど貨幣需要と等しくなるよう

に）2180 だけ行ったとする。物価水準は１とする。また、政府は、経済主体に租税（T）
を課して、政府支出（G）を行う（詳細は各問にて詳述）。このとき、下記の(1)～(3)に
ついて答えよ。 
 
(1) 政府支出（G）を含むＩＳ曲線とＬＭ曲線の式を、「r＝…」の形になるようにそれ

ぞれ示せ（式だけ示せばよく、図示する必要はない）。 
(2) 政府が所得税のみを、 
 T＝Y／３ 
となるように課税して、政府支出を 599 だけ行ったとする。このとき、マクロ経済にお

いて実現する GDP の水準はいくらになるかを答えよ。 
(3) (2)の状況で、政府の租税収入はいくらになるか答えよ。そして、この状況で政府の

財政収支（T－G）はどうなるかを答えよ。 
 

※注意：答案用紙には、途中の計算過程も残しておくこと（きれいに書いていなくてもよ

い）。正解と異なっていた場合には、計算過程の内容が重要になる。解答は、整数でなく

てよいが、分数の場合はできるだけ既約分数で答えること。 
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土居研究会 2014 年度入ゼミ試験問題 
担当：土居丈朗

時間：６０分

１．次の英文を和訳せよ。

Although the corporate tax revenues to GDP ratio remained relatively stable over 
the analysed period for most of the countries analysed, changes in the underlying 
drivers can be observed.  Interestingly, there is no single pattern in the EU, which 
indicates that there still exists a large economic divergence across EU Member 
States. 

The results of our analysis indicate that corporatization is the driving factor for the 
trends observed in corporate tax revenues.  Without the effect of corporatization, the 
revenue effects relative to GDP cannot be explained by the trend in corporate tax 
revenues to corporate income. （中略）The decline in corporate tax revenues relative 
to corporate income in several countries may indicate that the impact of tax base 
broadening measures, in countries where such measures were introduced, might 
have not fully compensated for the decrease in statutory tax rates. 

※注：corporatization: 法人化（個人企業が法人組織になること） 

（Joanna Piotrowska and Werner Vanborren, 2008, The corporate income 
tax rate-revenue paradox: Evidence in the EU, European Commission, 
Taxation Papers 12, pp.22-23.） 

２．ある１つの財の市場における需要曲線が

 p＝684－5y 
ただし、p：価格、y：需要量、供給量 

と表されるとする。いま、この財の市場が完全競争市場で、その供給曲線が、

 p＝7y＋156 
と表されるとする。このとき、下記の(1)～(7)について答えよ。 

※注意：答案用紙には、途中の計算過程も残しておくこと（きれいに書いていなくても

よい）。正解と異なっていた場合には、計算過程の内容が重要になる。解答は、整数で

なくてよいが、分数の場合はできるだけ既約分数で答えること。

(1) 完全競争市場において、この財の均衡価格と均衡需給量はそれぞれいくらかを答え

よ。

(2) (1)の市場均衡において、消費者余剰はいくらかを答えよ（図示する必要はない）。 
(3) (1)の市場均衡において、生産者余剰はいくらかを答えよ（図示する必要はない）。 
(4) (1)の市場均衡において、需要の価格弾力性（の絶対値）はいくらかを答えよ。 
(5) (1)の市場均衡において、供給の価格弾力性はいくらかを答えよ。 
(6) 需要曲線は同じだが、この財を１社で独占的に供給する企業が現れたとする。この

独占企業の（総）費用曲線が、

 TC＝219＋36y＋7y2 
と表されたとする。このとき、独占企業の利潤を数式で表せ。

(7) (6)で表された独占企業が利潤を 大化する供給量と独占価格はいくらかを答えよ。 



© 2014 Takero Doi. 2

３．次のマクロ経済学に関する①～④の記述について、正しい場合は○、間違っている場

合には×をつけて答えよ。また、誤っている×の記述について、その理由を簡単に答えよ。

① ケインズ型消費関数が成り立つ状況では、国民所得が増加すると平均消費性向は上昇

する。

② 閉鎖経済で政府支出や投資が所得や金利と独立して決まるとき（45 度線モデル）、

均衡 GDP の水準が、完全雇用 GDP（潜在 GDP）よりも 6 兆円少ないとき、政府支

出乗数が 2 であると、均衡 GDP を完全雇用 GDP まで引き上げるには政府支出は 3
兆円必要である。

③ 公債発行による政府支出の乗数効果は、増税による均衡予算乗数よりも必ず大きくな

る。

④ ＩＳ－ＬＭモデルにおいて、貨幣需要の利子弾力性がゼロの場合には、金融政策が無

効になり、財政政策が有効になる。

４．＜この問題は、時間に余裕がある場合に限り解答してもよい；解答しないからといっ

て減点にはしない＞

次のマクロ経済学やミクロ経済学に関する(1)～(6)の問いについて答えよ。 
(1) ハイパワード・マネー（マネタリーベース）の定義を述べよ。 
(2) 国内総生産（GDP）と国民総生産（GNP）の差額は何によるものか、両者の概念的

な違いを踏まえて答えよ。

(3) 横軸に財 A の消費量（xA）、縦軸に財 B の消費量（xB）をとるとき、財 A が下級財

（劣等財）となる状況を図示せよ。

(4) 横軸に財 A の消費量（xA）、縦軸に財 B の消費量（xB）をとるとき、財 B の価格が

下落した場合の代替効果と所得効果を、図を用いて説明せよ。

(5) 上記の問２の(7)で示された独占市場均衡において、生産者余剰はいくらかを答えよ

（図示する必要はない）。

(6) 上記の問２の(1)で示された完全競争市場均衡における総余剰に比して、上記の問２

の(7)で示された独占市場均衡における超過負担（死荷重）はいくらかを答えよ（図示す

る必要はない）。
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土居研究会 2013 年度入ゼミ試験問題 
担当：土居丈朗 
時間：６０分 

 
１．次の英文を和訳せよ。 

The authors define "public debt overhang episodes" as periods when public 
debt-to-GDP ratios exceeded 90 percent for more than five years.（中略）Ongoing debt 
overhangs in Greece, Italy, and Japan started before the financial crisis, have already 
cleared the five-year mark, and are included.  
 The authors find that on average, debt levels above 90 percent are associated with 
growth that is 1.2 percent lower than in other periods (2.3 percent versus 3.5 percent). 
Importantly, 20 of the 26 episodes lasted more than a decade, and the average 
duration of debt overhang episodes in the sample is 23 years. The authors explain 
that the consequences of this long duration are two-fold. First, it suggests that the 
association of debt and growth is not just a cyclical phenomenon, which contradicts 
the view that the correlation is caused mainly by debt buildups during recessions. 
Second, it implies that the cumulative shortfall in output from debt overhang is 
potentially large. 
 
※注：debt overhang: 過剰債務 
 

（Carmen Reinhart, Vincent Reinhart, and Kenneth Rogoff, 2012, “Debt 
Overhangs: Past and Present,” NBER Working Paper No. 18015, 
introduced by Claire Brunel in the NBER Digest August 2012, pp.2-3.） 

 
 
２．ある閉鎖経済（輸出入がない経済）において、消費関数が 

 C＝210＋0.8（Y－T） 
  ただし、C: 実質民間 終消費支出、Y: 実質 GDP、T: 租税（収入） 
と表され、投資関数が、 
 I＝5－0.4r 
  ただし、I: 実質投資（固定資本形成）、r: 利子率（単位：％） 
と表され、貨幣需要関数が 
 L＝Y－2r 
  ただし、L: 実質貨幣需要 
と表されるとする。また、中央銀行は、名目貨幣供給を（ちょうど貨幣需要と等しくな

るように）635 だけ行ったとする。物価水準は１とする。このとき、下記の(1)～(6)につ

いて答えよ。 
 
※注意：答案用紙には、途中の計算過程も残しておくこと（きれいに書いていなくても

よい）。正解と異なっていた場合には、計算過程の内容が重要になる。解答は、整数で

なくてよいが、分数の場合はできるだけ既約分数で答えること。 
 
(1) 実質政府支出（G）を含むＩＳ曲線とＬＭ曲線の式を、「r＝…」の形になるように

それぞれ示せ（式を導出するだけでよく、図示は不要）。 
(2) 政府が租税を、 
 T＝5＋Y／4 
となるように課し、実質政府支出 G を 46 とするように財政運営を行ったとする。このと

き、マクロ経済において実現する均衡での実質 GDP と利子率の水準はいくらになるかを
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答えよ。 
(3) いま、実質政府支出 G を 49 に増やしたとする。その際、増加分（49－46＝3）の財

源を一旦全て市中消化による公債で賄ったとする。このとき、マクロ経済において実現

する均衡での実質 GDP と利子率の水準はいくらになるかを答えよ。 
(4) (3)と同様に、実質政府支出 G を 49 に増やしたときの増加分の財源を、一旦全て中

央銀行による公債引受けで賄ったとする。このとき、マクロ経済において実現する均衡

での実質 GDP と利子率の水準はいくらになるかを答えよ。 
(5) (4)のとき、(2)と比べて、マクロ経済では何が起きているか。またＩＳ－ＬＭ分析で

表しきれないところで何が起きていると考えられるかを答えよ。 
(6) (2)の状態から、名目貨幣供給は 635、実質政府支出 G は 46 のままで、租税を 
 T＝2＋Y／4 
となるように課して、3 だけ減税したとする。このとき、マクロ経済において実現する均

衡での実質 GDP と利子率の水準はいくらになるかを答えよ。 
 
 
３．次のミクロ経済学に関する①～④の記述について、正しい場合は○、間違っている場

合には×をつけて答えよ。また、誤っている×の記述について、その理由を簡単に答えよ。 
① 限界効用逓減の法則が成り立つ効用関数において、１つの財についてある消費水準か

ら追加的に１単位増えるときの効用の変化分は、追加的に１単位減るときの効用の変

化分（絶対値）よりも小さい。 
② 独占企業が供給する財の市場において、需要の価格弾力性が１よりも大きいとき、独

占企業の限界収入はマイナスとなる。 
③ 縦軸を価格、横軸を数量とした図において、需要曲線が右上がり（価格と数量が正の

相関関係）になることはない。 
④ 第１財と第２財の２財のみを消費して効用を得る家計において、第１財価格のみが上

昇した場合に生じる所得効果と代替効果のうち、所得効果より代替効果の方が大きい

とき、第２財の消費量は減る。 
 
 
４．＜この問題は、時間に余裕がある場合に限り解答してもよい；解答しないからといっ

て減点にはしない＞ 
次のマクロ経済学やミクロ経済学に関する(1)～(4)の問いについて答えよ。 
(1) トービンのｑとは何か、定義を説明するとともに、その値がどのようになれば投資

が増えるか、その理由も説明せよ。 
(2) 独占企業が財を供給すると、死荷重（超過負担）が発生するのはなぜか、その理由

を答えよ（図を用いて説明してもよい）。 
(3) 流動性の罠に直面するとき、貨幣需要の利子弾力性はいくらになっているか答えよ。 
(4) 通常の生産費用の構造において、限界費用が減少する局面では平均費用も減少する

はなぜか、その理由を答えよ。 
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土居研究会 2012 年度入ゼミ試験問題 
担当：土居丈朗 
時間：６０分 

 
１．次の英文を和訳せよ。 

Possibly the most thought provoking findings are the far-reaching changes in the 
relative economic situation in France, Japan, the United States and the United 
Kingdom over the long period.（中略） 

At present, total factor productivity is very close in the four countries except Japan, 
where it is still significantly lower. However, hourly labor productivity is slightly 
higher in France than in the United States, significantly lower in the United 
Kingdom, and even lower in Japan. Furthermore, productivity per employee is 
slightly lower in France than in the United States, much lower in the United 
Kingdom and even lower in Japan. These differences reflect the more or less 
contrasting developments during the various periods of the analysis, associated with 
varying contributions of capital deepening and the downward trend in working hours. 
 
※注：total factor productivity: 全要素生産性 
 

（Cette, G., Y. Kocoglu, and J. Mairesse, 2009, “Productivity Growth and 
Levels in France, Japan, the United Kingdom and the United States in the 
Twentieth Century,” NBER Working Paper No. 15577 p.18.） 

 
 
２．２つの消費財（私的財）A と B があり、それを消費することにより効用を得る消費者

がいたとする。財 A の消費量を xA、財 B の消費量を xBとして、この消費者の効用関数が 
 U(xA, xB)＝ xAxB 

と表されるとする。この消費者は 800 の所得を持っている。いま、財 A の価格が 2 で、財

B の価格が 4 であるとする。ただし、この消費者は持っている所得以上には消費できない

とする。 
 この家計が効用 大化行動をとるとき、下記の(1)～(7)について答えよ。 

 
※注意：答案用紙には、途中の計算過程も残しておくこと（きれいに書いていなくても

よい）。正解と異なっていた場合には、計算過程の内容が重要になる。解答は、整数で

なくてよいが、分数の場合はできるだけ既約分数で答えること。 
 

(1) 財 A の消費量を 300、財 B の消費量を 50 としたとき、どちらの財の限界効用が高

いか答えよ。 
(2) このとき、この消費者にとって各財の 適な消費量はそれぞれ何単位か答えよ。 
(3) (2)のとき、各財の限界効用はいくらか答えよ。 
(4) この消費者の所得が 1200 に増えたとき、各財の 適な消費量はそれぞれ何単位か答

えよ。 
(5) (4)のとき、各財の限界効用はいくらか答えよ。 
(6) この消費者の所得が 400 に増えたとき、各財の 適な消費量はそれぞれ何単位か答

えよ。 
(7) 所得が800のときに比べて、所得が 400増えた(4)のときと、400減った(6)のときで、

各財の限界効用はどうなっているか答えよ。 
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３．次のマクロ経済学に関する①～④の記述について、正しい場合は○、間違っている場

合には×をつけて答えよ。また、誤っている×の記述について、その理由を簡単に答えよ。 
① ＩＳ－ＬＭモデルにおいて、政府支出を増やすと、投資が減少して所得が増加し、雇

用も増加する。 
② 投資の利子弾力性がゼロの場合、財政政策によるクラウディング・アウト効果は全く

生じない。 
③ 公債が増えるとき家計資産の一部を貨幣に換える方が有利になることから貨幣需要

が増えるという公債の資産効果があるとき、ＬＭ曲線は公債増発に伴って左上方にシ

フトする。 
④ 限界消費性向が上昇すると、ＩＳ曲線の傾きが緩やかになり、政府支出乗数は大きく

なる。 
 
 
４．＜この問題は、時間に余裕がある場合に限り解答してもよい；解答しないからといっ

て減点にはしない＞ 
次のマクロ経済学やミクロ経済学に関する(1)～(4)の問いについて答えよ。 
(1) ４５度線モデルでの政府支出乗数の値と比べて、ＩＳ－ＬＭモデルでの政府支出乗

数の値は、大きいか小さいか、その理由も付して答えよ。 
(2) ギッフェン財では、所得効果と代替効果の大きさの関係はどうなっているか、説明

せよ。 
(3) 貨幣需要の要因（動機）にはどのようなものがあるか説明せよ。 
(4) 右下がりの需要曲線（AB）上にある点 E における需要の価格弾力性の大きさは、図

上ではどのように表わされるか答えよ。また、点 F と点 G における需要の弾力性は、点

E における需要の価格弾力性と比べて大きいか小さいか、その理由も付して答えよ。 
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土居研究会 2011 年度入ゼミ試験問題 
担当：土居丈朗 
時間：６０分 

 
１．次の英文を和訳せよ。 

There are three ways usually discussed to reduce the amount of an activity 
generating negative externalities: a rule which sets an upper bound to this activity, a 
compulsory proportional reduction for everybody of the activity or a tax on it. Much of 
the analysis of the choice and the level of the instrument is normative, namely what 
would be the optimal policy tool to maximize social welfare. Generally speaking taxes 
are superior to quantitative limits because they allow individuals to optimize over the 
cost of paying the tax or reducing the activity and also because taxes generate 
revenues. 
 

（Alesina, A.F. and F. Passarelli, 2010, Regulation versus taxation, NBER 
Working Paper No. 16413, p.2.） 

 
 
２．ある閉鎖経済（輸出入がない経済）において、消費関数が 

 C＝100＋0.8Y＋0.01B 
  ただし、C：民間 終消費支出、Y：GDP、B：政府が発行する公債残高 
と表されたとする。この消費関数では、公債の資産効果を反映している。投資関数が、 
 I＝100－20r 
  ただし、I：民間投資（民間固定資本形成）、r：利子率（単位：％） 
と表され、貨幣需要関数が 
 L＝0.4Y－20r＋0.04B 
  ただし、L：実質貨幣需要 
と表されるとする。この貨幣需要関数では、公債の資産効果を反映している。また、中

央銀行は、名目貨幣供給を（ちょうど貨幣需要と等しくなるように）200 だけ行ったとす

る。物価水準は１とする。このとき、下記の(1)～(4)について答えよ。 
 
(1) 政府支出（G）を含むＩＳ曲線とＬＭ曲線の式を、「Y＝…」の形になるようにそれ

ぞれ示せ（式を導出するだけでよく、図示は不要）。 
(2) 消費関数における公債の資産効果とはどのような効果か、公債残高と民間消費の関

係について説明せよ。 
(3) 貨幣需要関数における公債の資産効果とはどのような効果か、公債残高と貨幣需要

の関係について説明せよ。 
(4) (1)の状況で、政府支出（G）が 50 で、公債残高（B）が 1000 であるとき、マクロ

経済において実現する均衡利子率の水準はいくらになるかを答えよ。 
(5) (1)の状況から、政府支出（G）が 50 で、公債残高（B）が 1100 に増加したとき、

マクロ経済において実現する均衡 GDP の水準はいくらになるかを答えよ。 
 
 

※注意：答案用紙には、途中の計算過程も残しておくこと（きれいに書いていなくてもよ

い）。正解と異なっていた場合には、計算過程の内容が重要になる。 
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３．次のミクロ経済学に関する①～⑤の記述について、正しい場合は○、間違っている場

合には×をつけて答えよ。また、誤っている×の記述について、その理由を簡単に答えよ。 
① 完全競争市場では、生産者余剰の方が消費者余剰よりも大きい。 
② ある財の限界効用がゼロとなったとき、その財は効用をもたらさない無価値なもので

ある。 
③ 独占企業が供給する財の市場において、需要の価格弾力性が１よりも大きいとき、独

占企業の限界収入はマイナスとなる。 
④ 技術的限界代替率（生産要素における限界代替率：等産出量曲線の傾き）に関して、

技術的限界代替率逓減の法則とは、ある生産要素 X が別の生産要素 Y に代替される

につれて、Y の限界生産性（力）が X の限界生産性よりも低下することを意味する。 
⑤ 正常財（上級財）である財の価格が低下したとき、その財の購買力が増加したことで

消費量が増える効果は、所得効果によるものである。 
 
 
４．＜この問題は、時間に余裕がある場合に限り解答してもよい；解答しないからといっ

て減点にはしない＞ 
２つの消費財（私的財）A と B があり、それを消費することにより効用を得る消費者が

いたとする。財 A の消費量を xA、財 B の消費量を xBとして、この消費者の効用関数が 
 U(xA, xB)＝３ln(xA) + ９ln(xB) 
と表されるとする。この消費者は 960 の所得を持っている。いま、財 A の価格が 10 で、

財 B の価格が 15 であるとする。このとき、この消費者にとって各財の 適な消費量はそ

れぞれ何単位か答えよ。 
 
※注意：答案用紙には、途中の計算過程も残しておくこと（きれいに書いていなくてもよ

い）。正解と異なっていた場合には、計算過程の内容が重要になる。 
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土居研究会 2010 年度入ゼミ試験問題 
担当：土居丈朗 
時間：６０分 

 
１．次の英文を和訳せよ。 

This paper examines the Japanese economy in the 1990s, a decade of economic 
stagnation. We find that the problem is not a breakdown of the financial system, as 
corporations large and small were able to find financing for investments. There is no 
evidence of profitable investment opportunities not being exploited due to lack of 
access to capital markets. The problem then and today is a low productivity growth 
rate. Growth theory, treating TFP as exogenous, accounts well for the Japanese lost 
decade of growth. We think that research effort should be focused on what policy 
changes will allow productivity to again grow rapidly. 
 
 

（Hayashi, F. and E. Prescott, 2002, Japan in the 1990s: A lost decade, 
Review of Economic Dynamics vol.5, p.206.） 

 
※注：TFP: 全要素生産性（total factor productivity） 

 
 
２．いま、ある１つの財を生産する独占企業があり、その（総）費用関数が 

 TC＝34＋5y＋2y2 
  ただし、y は生産量（単位：１万個） 
と表されるとする。そして、市場におけるこの財の需要関数は、 
 y＝50－2p 
  ただし、p はこの財の価格 
 この企業が利潤最大化行動をとるとき、下記の(1)～(7)について答えよ。以上の全ての

変数は、負の値をとることはない。 
 
※注意：答案用紙には、途中の計算過程も残しておくこと（きれいに書いていなくても

よい）。正解と異なっていた場合には、計算過程の内容が重要になる。 
 

(1) この独占企業の限界費用関数を数式で表せ（図示する必要はない）。 
(2) この独占企業の限界収入関数を数式で表せ（図示する必要はない）。 
(3) この独占企業が生産する財の市場における均衡需給量(y)はいくらになるかを答えよ。 
(4) この独占企業が生産する財の市場における均衡価格(p)はいくらになるかを答えよ。 
(5) この独占市場での均衡において、需要の価格弾力性（の絶対値）はいくらになるか

を答えよ。 
(6) この独占市場での均衡において、独占度はいくらになるかを答えよ。 
(7) この独占市場において、需要関数が変化して、需要の価格弾力性がより非弾力的な

方向に変化したとき、利潤を最大化したい独占企業はどうすべきか、その理由も含めて

答えよ。 
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３．次のマクロ経済学に関する①～⑤の記述について、正しい場合は○、間違っている場

合には×をつけて答えよ。また、誤っている×の記述について、その理由を簡単に答えよ。 
① ４５度線モデルにおいて、均衡予算乗数は１でない場合がある。 
② 民間投資が利子率の減少関数となるのは、企業が利潤最大化行動を取るからである。 
③ 貨幣の取引需要が小さく、利子率が高いならば、貨幣の流通速度が低下する。 
④ ＩＳ－ＬＭモデルにおいて、「流動性のわな」に陥っている状況では、マネーサプラ

イを増加させても利子率は低下しない。 
⑤ ＩＳ－ＬＭモデルにおいて、貨幣需要が突然増加したとき、GDP と利子率を変化前

と同水準に維持するには、貨幣供給を増やしたり所得税率を引き下げたりするとよい。 
 
 
４．＜この問題は、時間に余裕がある場合に限り解答してもよい；解答しないからといっ

て減点にはしない＞ 
ある閉鎖経済（輸出入がない経済）において、消費関数が 
 C＝250＋0.75（Y－T） 
  ただし、C: 民間最終消費支出、Y: GDP、T: 政府が課す租税 
と表され、投資関数が、 
 I＝512－r 
  ただし、I: 投資（固定資本形成）、r: 利子率（単位：％） 
と表され、貨幣需要関数が 
 L＝Y－4r 
  ただし、L: 実質貨幣需要 
と表されるとする。政府は、経済主体に租税（T）を課して、政府支出（G）を行う（詳

細は各問にて詳述）。また、中央銀行は、名目貨幣供給を（ちょうど貨幣需要と等しく

なるように）2500 だけ行ったとする。物価水準は１とする。このとき、下記の(1)～(3)
について答えよ。 
 
(1) 政府支出（G）を含むＩＳ曲線とＬＭ曲線の式を、「r＝…」の形になるようにそれ

ぞれ示せ（式だけ示せばよく、図示は不要）。 
(2) 政府が所得税のみを、 
 T＝Y／３ 
となるように課税して、政府支出を 500 だけ行ったとする。このとき、マクロ経済にお

いて実現する GDP の水準はいくらになるかを答えよ。 
(3) (2)の状況で、政府の租税収入はいくらになるか答えよ。そして、この状況で政府の

財政収支（T－G）は赤字か黒字かを答えよ。 
 

※注意：答案用紙には、途中の計算過程も残しておくこと（きれいに書いていなくてもよ

い）。正解と異なっていた場合には、計算過程の内容が重要になる。 
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土居研究会 2009 年度入ゼミ試験問題 
担当：土居丈朗 
時間：６０分 

 
１．次の英文を和訳せよ。 

A key goal enunciated by the President-Elect concerning the American Recovery 
and Reinvestment Plan is that it should save or create at least 3 million jobs by the 
end of 2010. For this reason, we have undertaken a preliminary analysis of the jobs 
effects of some of the prototypical recovery packages being discussed. Our analysis 
will surely evolve as we and other economists work further on this topic. The results 
will also change as the actual package parameters are determined in cooperation 
with the Congress. Nevertheless, this report suggests a methodology for ensuring 
that the package contains enough stimulus that we can have confidence that it will 
create sufficient jobs to meet the President-Elect’s goals. 
 

（Christina Romer and Jared Bernstein, 2009, “The Job impact the 
American Recovery and Reinvestment Plan”, p.2.） 

 
 
２．ある閉鎖経済（輸出入がない経済）において、消費関数が 

 C＝300＋0.75（Y－T） 
  ただし、C: 民間 終消費支出、Y: GDP、T: 政府が課す租税 
と表され、投資関数が、 
 I＝200－r 
  ただし、I: 投資（固定資本形成）、r: 利子率（単位：％） 
と表され、貨幣需要関数が 
 L＝Y－2r 
  ただし、L: 実質貨幣需要 
と表されるとする。政府は、経済主体に租税（T）を課して、政府支出（G）を行う（詳

細は各問にて詳述）。また、中央銀行は、名目貨幣供給を（ちょうど貨幣需要と等しく

なるように）2150 だけ行ったとする。物価水準は１とする。このとき、下記の(1)～(4)
について答えよ。 
 
(1) 政府支出（G）を含むＩＳ曲線とＬＭ曲線の式を、「r＝…」の形になるようにそれ

ぞれ示せ（式だけ示せばよく、図示は不要）。 
(2) 政府が所得税のみを、 
 T＝Y／３ 
となるように課税して、政府支出を 600 だけ行ったとする。このとき、マクロ経済にお

いて実現する GDP の水準はいくらになるかを答えよ。 
(3) (2)の状況で、政府の租税収入はいくらになるか答えよ。そして、この状況で政府の

財政収支（T－G）は赤字か黒字かを答えよ。 
(4) (2)の状況から、中央銀行が名目貨幣供給を 10 だけ増やしたとする。このとき、マ

クロ経済において実現する GDP の水準はいくらになるかを答えよ。 
 

※注意：答案用紙には、途中の計算過程も残しておくこと（きれいに書いていなくてもよ

い）。正解と異なっていた場合には、計算過程の内容が重要になる。 
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３．次のミクロ経済学に関する①～⑥の記述について、正しい場合は○、間違っている場

合には×をつけて答えよ。また、誤っている×の記述について、その理由を簡単に答えよ。 
① 縦軸を価格、横軸を数量とした図において、需要曲線は、需要の価格弾力性が小さく

なるほど、その曲線の傾きは緩やかになる。 
② 消費者が効用 大化するように財の消費量を決めるとき、２財の間の価格比が限界代

替率と等しくなるところで消費量が決まる。 
③ 消費者にとって、２財の間の限界代替率は、一方の財の消費量が増えるにつれて上昇

する。 
④ 独占企業が財を供給するときでも、消費者余剰や生産者余剰は 適な大きさにする

（総余剰を 大化する）ことが可能である。 
⑤ 下級財（劣等財）である財は、所得が増えると消費量が減る。 
⑥ 通常の生産費用の構造において、限界費用が減少する局面では平均費用も減少してい

る。 
 
 
４．＜この問題は、時間に余裕がある場合に限り解答してもよい；解答しないからといっ

て減点にはしない＞ 
２つの消費財（私的財）A と B があり、それを消費することにより効用を得る消費者が

いたとする。財 A の消費量を xA、財 B の消費量を xBとして、この消費者の効用関数が 
 U(xA, xB)＝ln(xA)／２ + ln(xB)／２ 
と表されるとする。この消費者は 3000 の所得を持っている。いま、財 A の価格が５で、

財 B の価格が 10 であるとする。このとき、この消費者にとって各財の 適な消費量はそ

れぞれ何単位か答えよ。 
 

※注意：答案用紙には、途中の計算過程も残しておくこと（きれいに書いていなくてもよ

い）。正解と異なっていた場合には、計算過程の内容が重要になる。 
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土居研究会 2008 年度入ゼミ試験問題 
担当：土居丈朗 
時間：６０分 

 
１．次の英文を和訳せよ。 

Economic policymaking generates conflicts in different dimensions: among 
different groups of voters, among different groups of politicians, and between voters 
and politicians. （中略） 

Markets generate conflicts of interest between consumers and producers over price 
and product quality and among different producers over profit.  How these are then 
resolved depends on market institutions.  Equilibrium prices, qualities, and profits 
hinge on regulations determining the barriers to entry and the scope for competition 
among producers.  They also hinge on legislation determining how easily consumers 
can hold producers accountable for bad product quality or collusive pricing behavior.  
The literature on political institutions and economic policy offers a similar idea. 
 

（Torsten Persson and Guido Tabellini, 2005, “The Economic Effects of 
Constitutions” MIT Press, p.11.） 

 
 
２．資本と労働を生産要素として用いて１つの財（私的財）を生産し、その財を完全競争

市場において販売することにより収入を得る企業があるとする。この財の生産量を Y、資

本の投入量を K、労働の投入量をとして、この企業の生産関数がコブ＝ダグラス型で、 

 
1 2
3 3

Y K L=  

と表されるとする。いま、労働を１単位投入するのに対して企業が支払う賃金率が w で

あり、資本を１単位投入するのに対して企業が支払うレンタル料（利子率）が r である

とする。この生産した財の価格を p と表すとする。以上の全ての変数は、負の値をとる

ことはない。 
 この企業が利潤 大化行動をとるとき、下記の(1)～(7)について答えよ。 
 
※注意：答案用紙には、途中の計算過程も残しておくこと（きれいに書いていなくても

よい）。正解と異なっていた場合には、計算過程の内容が重要になる。 
 

(1) この企業の利潤（π）を数式で表せ。 
(2) 資本の限界生産性（限界生産力）はいくらになるか、数式で表せ。 
(3) 労働投入量が増えると資本の限界生産性はどう変化するか、その理由も付して答え

よ。 

(4) 労働分配率（＝
wL
pY）はいくらになるかを答えよ。 

(5) 企業の利潤 大化条件を満たすとき、労働と資本の要素価格比（
w
r）と資本労働比

率（
K
L）の関係はどのようになるか、数式で表せ。 

(6) 資本投入量を変えられない短期において、生産した財の価格は変わらないが、労働

と資本の要素価格比だけが２倍になったとする。このとき、利潤 大化条件を満たすよ

うに労働投入量を調整できたならば、労働投入量はどのくらい変化するか。 
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(7) いま、従前に比べて、資本投入量を３％、労働投入量を６％増やしたとすると、生

産量はどのくらい変化するか。 
 

 
３．次のマクロ経済学に関する①～⑤の記述について、正しい場合は○、間違っている場

合には×をつけて答えよ。また、誤っている×の記述について、その理由を簡単に答えよ。 
① ケインズ型消費関数が成り立つ状況では、国民所得が増加すると平均消費性向は上昇

する。 
② ＩＳ曲線は、貯蓄と投資が等しくなるような財市場の均衡を意味するものである。 
③ 貨幣需要が利子率の変化に対してあまり反応しないとき、ＬＭ曲線の傾きはより緩や

かになる。 
④ ＩＳ－ＬＭモデルにおいて、政府支出のクラウディング・アウト効果によって、政府

支出の増加が民間投資を（政府支出の増加額の）100%以上減少させることがある。 
⑤ ＩＳ－ＬＭモデルにおいて、同額の政府支出増加による GDP への効果をみると、限

界消費性向が上昇すると、上昇前と比べて GDP をより大きく増やす。 
 
 
４．＜この問題は、時間に余裕がある場合に限り解答してもよい；解答しないからといっ

て減点にはしない＞ 
次のマクロ経済学やミクロ経済学に関する(1)～(5)の問いについて答えよ。 
(1) 国内総生産（GDP）と国民総生産（GNP）の差額は何によるものか、両者の概念的

な違いを踏まえて答えよ。 
(2) 投資の利子弾力性とは何か、その定義を答えよ。 
(3) 短期と長期の消費関数の違いについて説明せよ。 
(4) パレート 適とは何か、その定義を答えよ。 
(5) 財 A と財 B の２つの上級財（正常財）があって、両者は代替財であるが、完全代替

ではないとする。いま、財 A の価格が上昇したとする。このとき、財 B に与える所得効

果と代替効果は、財 B の消費量をどのように変化させるか、その理由も付して答えよ（図

を用いて説明してもよい）。 
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土居研究会 2007 年度入ゼミ試験問題（当日の正誤訂正を反映） 
担当：土居丈朗 
時間：６０分 

 
１．次の英文を和訳せよ。 

However, although interest rates on local bonds initially differed, the gap 
gradually narrowed and completely vanished between September 2002 and March 
2004.  Doi’s paper in 2004 attributes this convergence to statements by officials 
from the MIC denying the differences in creditworthiness of local bonds, 
attributing the differences in market prices in the secondary market only to 
liquidity factors, and restating the implicit central government guarantee on all 
local bonds.  Despite this price convergence, there is a possibility that the gap in 
secondary market prices may widen again and that uniform issuance conditions 
would become difficult to maintain in the future. 
 

(OECD, 2005, “OECD Economic Surveys: Japan 2005,” p.134) 
 

※注：MIC: 総務省（Ministry of Internal Affairs and Communications） 
 
 
２．２つの財（私的財）A と B があり、それを消費することにより効用を得る代表的家計

がいたとする。財 A の消費量を xA、財 B の消費量を xBとして、この家計の効用関数が 
 U(xA, xB)＝18 ln(xA＋1)＋xB 
と表されるとする。いま、財 A の価格を pAと表し、財 B の価格が 1 であるとする。財 B
は貨幣であり、この消費者は当初貨幣を 2000 保有しているとする。ただし、この消費者

は持っている貨幣量以上には消費できないとする。 
 他方、完全競争市場で取引される財 A を生産する代表的企業があるとする。その代表

的企業の費用関数が 

 C(xA)＝xA2

10＋30 

と表されるとする。このとき、下記の(1)～(4)について答えよ。 
 
(1) 代表的家計の需要関数を数式の形で導出せよ（図示する必要はない）。 
(2) 代表的企業の供給関数を数式の形で導出せよ（図示する必要はない）。 
(3) (1)の需要関数と(2)の供給関数からなる市場の均衡における財 A の消費量、財 A の

価格はいくらになるかを答えよ。 
(4) この均衡における消費者余剰と生産者余剰はいくらになるかを答えよ。 
 
※注意：答案用紙には、途中の計算過程も残しておくこと（きれいに書いていなくても

よい）。正解と異なっていた場合には、計算過程の内容が重要になる。 
 
 
３．次のマクロ経済学に関する①～⑥の記述について、正しい場合は○、間違っている場

合には×をつけて答えよ。また、誤っている×の記述について、その理由を簡単に答えよ。 
① 株式、不動産等売買によるキャピタルゲインは、国民総生産(GDP)に含まれる。 
② 民間消費の限界消費性向が 0.8 であるとき、45 度線モデルで、財源を全額租税で賄っ

たときの政府支出の乗数は 5 である。 
③ 貨幣供給を増やすと、ＬＭ曲線は右下方にシフトする。 
④ 流動性のわなとは、取引動機に基づく貨幣需要が、利子率がこれ以上低下しても増え

ない状態のことを指す。 
⑤ ボーモル=トービンの理論によると、名目利子率が 2 倍になると 適平均手元保有現
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金量（貨幣需要）は 2倍になる。 
 
 
４．＜この問題は、時間に余裕がある場合に限り解答してもよい；解答しないからといっ

て減点にはしない＞ 
次のマクロ経済学やミクロ経済学に関する(1)～(4)の問いについて答えよ。 
(1) 完全競争市場における企業の限界費用曲線が、平均費用曲線の平均費用が 小にな

る点で交わるのはなぜか、その理由を答えよ。また、その交点では、企業の利潤はどの

ようになっているか答えよ。 
(2) ギッフェン財とは何か、その定義を答えよ。また、ギッフェン財での所得効果と代

替効果の大きさはどのような関係になっているか答えよ。 
(3) 民間投資は、利子率の減少関数となるのはなぜか、その理由を答えよ。 
(4) 独占企業が財を供給すると、死荷重（超過負担）が発生するのはなぜか、その理由

を答えよ（図を用いて説明してもよい）。 



 1

土居研究会 2006 年度入ゼミ試験問題 
担当：土居丈朗 
時間：６０分 

 
１．次の英文を和訳せよ。 

In Japan the average rate of government revenue to GDP between 1990 and 2000 
was 32.2 percent.  This number serves as our baseline estimate for the long run 
overall Japanese tax rate.  Government revenue as a share of GDP peaked in 
1990 at 34.3 percent, just prior to a series of tax cuts designed to offset the 
bursting of the bubble.  This implies that a Ministry of Finance policy that took 
Japanese tax rates back to their 1990 level would increase revenues by 
approximately 2 percentage points of GDP. 
 

(Broda C. and D.E. Weinstein, 2005, Happy News from the Dismal 
Science: Reassessing the Japanese Fiscal Policy and Sustainability, in 
Takatoshi Ito, Hugh Patrick and David E. Weinstein eds., “Reviving 
Japan's Economy,” The MIT Press, p.63) 

 
※注：Ministry of Finance: 財務省 

 
 
２．ある開放経済において、財市場の均衡は、 
 Y＝C＋I＋G＋NX 
  ただし、Y: GDP、C: 民間 終消費支出、I: 投資（固定資本形成）、 

G: 政府支出、NX: 純輸出（＝輸出－輸入） 
と表される。いま、消費関数が 
 C＝130＋0.9（Y－T） 
  ただし、T: 租税（収入） 
と表され、投資関数が、 
 I＝70－100r 
  ただし、r: 利子率 
と表され、純輸出と GDP との関係が、 
 NX＝80－0.05Y 
と表されるとする。また、貨幣需要関数が 
 L＝0.05Y－50r 
  ただし、L: 貨幣需要 
と表されるとする。貨幣市場の均衡は、 
 M＝L 
  ただし、M: 貨幣供給 
である。このとき、下記の(1)～(4)について答えよ。 
 
(1) ＩＳ曲線とＬＭ曲線を数式の形で導出せよ（図示する必要はない）。 
(2) いま、政府が、政府支出 G を 60 だけ行うとし、財源を全て市中消化による公債に

よって賄うこととし、租税を一切課税しなかったとする。また、中央銀行は、貨幣供給

を 110 だけ行ったとする。このとき、マクロ経済において実現する GDP と利子率の水準

はいくらになるかを答えよ。 
(3) 今度は、政府が、政府支出 G を全て租税収入 T で賄う財政運営を行ったとする。貨

幣供給が 110 であるとき、政府支出 G を 60 だけ行うと、マクロ経済において実現する

GDP と利子率の水準はいくらになるかを答えよ。 
(4) (3)と同じ状況で、貨幣供給を 110 のままとし、政府支出 G を 60 から 70 に 10 だけ

増やすと、マクロ経済において実現する GDP は(3)のときと比べていくら増えるかを答え

tdoi
テキストボックス
© 2006 Takero Doi
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よ。 
 
※注意：答案用紙には、途中の計算過程も残しておくこと（きれいに書いていなくても

よい）。正解と異なっていた場合には、計算過程の内容が重要になる。 
 
 
３．次のミクロ経済学に関する①～⑥の記述について、正しい場合は○、間違っている場

合には×をつけて答えよ。また、誤っている×の記述について、その理由を簡単に答えよ。 
① 需要の価格弾力性がゼロのとき、縦軸を価格、横軸を数量とした図において、需要曲

線は水平になる。 
② 下級財（劣等財）である財は、所得が増えると消費量が減る。 
③ 第１財と第２財の限界代替率とは、第１財の消費を限界的に１単位減らしたときに、

購入を増やすことができる第２財の量の大きさを意味する。 
④ 独占企業が生産する財の市場において、総余剰（消費者余剰と生産者余剰の和）は、

同じ財が完全競争市場で取引されたときよりも大きくなる。 
⑤ 限界費用曲線は、通常、平均費用曲線で平均費用が 低となる点で交わる。 

 
 
４．＜この問題は、時間に余裕がある場合に限り解答してもよい；解答しないからといっ

て減点にはしない＞ 
２つの消費財（私的財）A と B があり、それを消費することにより効用を得る消費者が

いたとする。財 A の消費量を xA、財 B の消費量を xBとして、この消費者の効用関数が 
 U(xA, xB)＝ xAxB 
と表されるとする。この消費者は 323 の所得を持っている。いま、財 A の価格が 4 で、

財 B の価格が 1 であるとする。このとき、この消費者にとって各財の 適な消費量はそ

れぞれ何単位か答えよ（整数でなくてよい）。ただし、この消費者は持っている所得以

上には消費できないとする。 
 
※注意：答案用紙には、途中の計算過程も残しておくこと（きれいに書いていなくても

よい）。正解と異なっていた場合には、計算過程の内容が重要になる。 

tdoi
テキストボックス
© 2006 Takero Doi
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土居研究会 2005 年度入ゼミ試験問題 
担当：土居丈朗 
時間：６０分 

 
 
１．次の英文を和訳せよ。 

The Experience of Japan, however, demonstrates that avoiding inflation bias does 
not require central-bank independence.  Japan’s relatively autonomous 
government bureaucracy generally, and the position of the Ministry of Finance in 
particular, has contributed to a credible commitment to low inflation.  But the 
objectives of the Ministry of Finance are much broader than price stability alone, 
so an independent Ministry of Finance - Bank of Japan coalition is not 
functionally equivalent to an independent central bank.  Rather, we argue, 
discipline on monetary policy is derived from the long-lived nature of the 
bureaucracy and from the long dominance of the Liberal Democratic Party.  
Because of the long tenure of Japanese policymakers, reputation is more 
important in Japan than most other industrial countries. 
 

(Thomas F. Cargill, Michael M. Hutchison, and Takatoshi Ito, 1997, 
“The Political Economy of Japanese Monetary Policy” MIT Press, 
p.194) 

 
※注：Ministry of Finance - Bank of Japan coalition: 大蔵省・日本銀行連合 

 
 
 
２．ある閉鎖経済（輸出入がない経済）において、消費関数が 

 C＝200＋0.8（Y－T） 
  ただし、C: 民間最終消費支出、Y: GDP、T: 租税（収入） 
と表され、投資関数が、 
 I＝100－1600r 
  ただし、I: 投資（固定資本形成）、r: 利子率 
と表され、貨幣需要関数が 
 L＝Y－2000r 
  ただし、L: 貨幣需要 
と表されるとする。また、中央銀行は、貨幣供給を（ちょうど貨幣需要と等しくなるよ

うに）850 だけ行ったとする。このとき、下記の(1)と(2)について答えよ。 
 
(1) 政府が所得税のみを、 
 T＝0.1Y 
となるように課税して、その租税収入と財政支出 G が均衡するように財政運営を行った

とする。このとき、マクロ経済において実現する GDP と利子率の水準はいくらになるか

を答えよ。 
(2) 政府が、財政支出 G を 30 だけ行ったとする。その際、財政支出 G の財源を全て市

中消化による公債によって賄うこととし、租税を一切課税しなかったとする。このとき、

マクロ経済において実現する GDP と利子率の水準はいくらになるかを答えよ。 
 
※注意：答案用紙には、途中の計算過程も残しておくこと（きれいに書いていなくても

よい）。正解と異なっていた場合には、計算過程の内容が重要になる。 
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３．次のミクロ経済学に関する①～⑥の記述について、正しい場合は○、間違っている場

合には×をつけて答えよ。また、誤っている×の記述について、その理由を簡単に答えよ。 
① 縦軸を価格、横軸を数量とした図において、需要曲線が右上がり（価格と数量が正の

相関関係）になることはない。 
② 独占企業が生産する財の市場において、限界費用と限界収入が等しくなるところで生

産が行われる。 
③ 上級財（正常財）である財は、所得が増えると消費量が減る。 
④ 供給の価格弾力性とは、供給量が１単位増えたときに価格がいくら上がるかを表した

ものである。 
⑤ 限界生産性逓減の法則とは、生産される財の生産量が増加するにつれて限界生産性が

低下することである。 
 
 
４．＜この問題は、時間に余裕がある場合に限り解答してもよい；解答しないからといっ

て減点にはしない＞ 
２つの消費財（私的財）A と B があり、それを消費することにより効用を得る消費者が

いたとする。財 A の消費量を xA、財 B の消費量を xBとして、この消費者の効用関数が 
 U(xA, xB)＝ln(xA) + ln(xB) 
と表されるとする。この消費者は 640 の所得を持っている。いま、財 A の価格が 10 で、

財 B の価格が 16 であるとする。このとき、この消費者にとって各財の最適な消費量はそ

れぞれ何単位か答えよ。 
 
※注意：答案用紙には、途中の計算過程も残しておくこと（きれいに書いていなくても

よい）。正解と異なっていた場合には、計算過程の内容が重要になる。 



土居研究会 2004年度入ゼミ試験問題 
担当：土居丈朗 
時間：６０分 

 
１．次の英文を和訳せよ。 

Japan has been over-banked, and the Ministry of Finance often has taken steps to 
try to reduce the number of financial institutions, especially the smaller ones.  
Market forces have now given impetus to the process.  As the need for banks 
traditionally defined declines, it is reasonable to expect significant consolidation.  
This was a common prediction by the early 1990s, and proved to be premature 
then, but the decade closed with plans for mergers or other combinations involving 
most of the major banks (including those of the major keiretsu).  The smallest 
financial institutions (shinkin and co-ops) have been disappearing steadily for 
decades. 

(Takeo Hoshi and, Anil K. Kashyap, 2001, “Corporate Financing and 
Governance in Japan: The Road to the Future” MIT Press, p.325) 

 
※注：shinkin: 信用金庫、co-ops: 信用組合 

 
 
２．次のマクロ経済学に関する①～⑥の記述について、正しい場合は○、間違っている場

合には×をつけて答えよ。また、誤っている×の記述について、その理由を簡単に答えよ。 
① 投資の利子弾力性が低いほど、ＩＳ曲線の傾きは緩やかになる。 
② ハイパワード･マネー（マネタリー・ベース）には、現金通貨と預金通貨が含まれる。 
③ 「流動性のわな」に陥っている状況では、マネーサプライを増加させても利子率は低

下しない。 
④ ４５度線分析において、均衡予算乗数は１だから、均衡予算を前提に政府支出を増や

しても、国内総生産（GDP）は全く増加しない。 
⑤ 名目利子率が１％で、期待インフレ率がマイナス２％であるとき、実質利子率はマイ

ナス１％である。 
⑥ 国内純生産は、国内総生産よりも通常は小さい額となる。 

 
 
３．２つの消費財（私的財）A と B があり、それを消費することにより効用を得る消費者
がいたとする。財 Aの消費量を xA、財 Bの消費量を xBとして、この消費者の効用関数が 
 U(xA, xB)＝xAxB 
と表されるとする。この消費者は３２０の所得を持っている。いま、財 A の価格が５で、
財 B の価格が８であるとする。このとき、この消費者にとって各財の最適な消費量はそれ
ぞれ何単位か答えよ（ヒント：答えは必ず整数となる）。 

 
※注意：答案用紙には、途中の計算過程も残しておくこと（きれいに書いていなくても

よい）。正解と異なっていた場合には、計算過程の内容が重要になる。 
 
 



４．＜この問題は、時間に余裕がある場合に限り解答してもよい；解答しないからといっ

て減点にはしない＞ 
ある閉鎖経済（輸出入がない経済）において、消費関数が 
 C＝100＋0.75（Y－T） 
  ただし、C: 民間最終消費支出、Y: GDP、T: 租税（収入） 
と表され、投資関数が、 
 I＝200－1000r 
  ただし、I: 投資（固定資本形成）、r: 利子率 
と表され、貨幣需要関数が 
 L＝3Y－1000r 
  ただし、L: 貨幣需要 
と表されるとする。いま、政府が所得税のみを、 
 T＝0.2Y 
となるように課税して、その租税収入と財政支出 G が均衡するように財政運営を行った
とする。また、中央銀行は、貨幣供給を 3700だけ行ったとする。 
このとき、マクロ経済において実現するGDPと利子率の水準はいくらになるかを答えよ。 
 
※注意：答案用紙には、途中の計算過程も残しておくこと（きれいに書いていなくても

よい）。正解と異なっていた場合には、計算過程の内容が重要になる。 
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１．次の英文を和訳せよ。 

Since deficit bonds were issued as a temporary, exceptional measure, the 
Japanese government aimed at bringing the budget back into balance as soon as 
possible.  In January 1976, the government plan set FY 1980 as a target date for 
the elimination of government deficits (as defined by the deficit bonds).  However, 
by 1979 it was clear that it would not be possible to balance the budget by 1980.  
In fact, the deficit/GNP ratio has climbed rapidly from 1975 to 1979. 

(Takatoshi Ito, 1992, “The Japanese Economy” MIT Press, p.166) 
 

※注：FY：年度 
 
 
２．次のマクロ経済学に関する①～⑥の記述について、正しい場合は○、間違っている場
合には×をつけて答えよ。また、誤っている×の記述について、その理由を簡単に答えよ。 
① 政府支出が増加すると、ＩＳ曲線は左下方にシフトする。 
② 物価水準が上昇すると、ＬＭ曲線は右下方にシフトする。 
③ ＬＭ曲線の右側の領域では、貨幣の超過供給が生じている。 
④ ＩＳ曲線の右側の領域では、財の超過供給が生じている。 
⑤ ケインズの（短期の）消費関数では、常に平均消費性向は限界消費性向より大きい。 
⑥ トービンのＱ理論は、Ｑが１を下回るときには株式等の金融資産に投資した方がよく、

Ｑが１を上回るときには実物資本に設備投資した方がよいと判断し、究極的にはＱが
１に等しくなるまで設備投資が行われる、というものである。 

 
 
 
３．企業 A と企業 B によってある財が生産されているとする。Qiを企業 i の生産量、Ciを
企業 i の総費用であるとする（i＝A, B）。そして、それぞれ企業の費用関数が 
 CA＝２４QA＋３０ 
 CB＝１２QB＋６０ 
であるとする。この財の価格を P と表すと、逆需要関数が 
 P＝600－２Q  ただし、Q＝QA＋QB 
と表されるとする。 
 このとき、両企業の複占市場でのクールノー均衡において、両企業の生産量はそれぞれ
いくらか答えよ（ヒント：答えは必ず整数となる）。 

 
※注意：答案用紙には、途中の計算過程も残しておくこと（きれいに書いていなくても
よい）。正解と異なっていた場合には、計算過程の内容が重要になる。 

 
 
４．＜この問題は、時間に余裕がある場合に限り解答してもよい；解答しないからといっ
て減点にはしない＞ 
問３と全く同じ２つの企業の複占市場において（費用関数や逆需要関数が全く同じ）、企
業 A が先導者、企業 B が追従者として行動するシュタッケルベルク均衡において、両企業
の生産量はそれぞれいくらか答えよ（ヒント：答えは必ず整数となる）。 

 
※注意：答案用紙には、途中の計算過程も残しておくこと（きれいに書いていなくても
よい）。正解と異なっていた場合には、計算過程の内容が重要になる。 


